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1. 本研究の問題提議 
 スポーツの社会的価値が益々高まり、スポーツのモノづくりからコトづくりにも拡大
されてきている。国民の健康ブーム起因のマラソンイベントも国内では北は北海道マラ
ソンから南は沖縄・那覇マラソン迄都市活性を狙いとしたスポーツツーリズム発想の健
康イベント化として国内定着している。都市活性とスポーツツーリズム狙いの市民マラ
ソンは国内だけでなく、グローバル化が進み、伝統の米国・ボストンマラソンを始め、
世界各都市にも創設されて毎年多数の出場者申込で抽選による出場許可で人気を博し
ている。このスポーツのコトづくり文化は経済活性狙いで米国・インディアナポリス（モ
ータースポーツ）、ピッツバーグ（４大スポーツ[NFL,MLB,NBA,NHL]）の工業都市での
活性特性や欧州にも散在している。欧州ではオランダの「ロッテルダム・トップスポー
ツ」、デンマークの「スポーツイベント・デンマーク」等も都市活性としての経済波及
効果の狙いで行政組織が中心となって仕掛けのモデル先行が存在する（2016 原田）。ま
た、原田(2016)はスポーツツーリズムが成長してきた背景に４つを挙げ指摘する。第 1
にスポーツ産業のグローバルマーケット発展によるスポーツイベント数と種類増大、第
2 に参加型観光コンテンツとしてのスポーツイベント（マラソン大会及びトライアスロ
ン大会）の増大、第 3にスポーツコンテンツを使った、新しいデスティネーションマー
ケティングのへの関心の高まり、第 4 に健康でアクティブなライフスタイルへの関心の
高まりを指摘する。 
国家イベントとして 2020 年東京オリンピック・パラリンピックが間近に迫る中、国
内各自治体に於けるスポーツ施策の波及効果が期待される。スポーツイベントによる都
市活性化の期待はスポーツレガシーとしてイベント後の都市住民への健康スポーツ実
践の波及にも相乗効果が期待される。都市活性目的でのスポーツイベント施策とその実
行運営マネジメントが重要となる。都市活性化狙いとする先行・欧州型スポーツイベン
トモデルを視察し、そのスタジアムと周辺施設活用、運営マネジメントの情報収集する
事で 2020 年 2 月竣工開設始動決定済みの本学に隣接する京都スタジアム運営施策の提
案並びに地元の高等教育教機関として連携展開していける足掛かりの実践情報を得る
事を狙いとする。先行するドイツ・都市型活性目的のスタジアム運営マネジメントの具
体的事例をもとに本学のスポーツ活性利用に向けた連携として本学学生教育と結びつ
けた「京都スタジアム・スポーツマネジメント構想」の実践提言もできる。加えて、ド
イツ国内に展開されている 9 万箇所を超えるスポーツクラブで浸透展開されているス
トピックス 
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ポーツクラブライフ（スポーツと日常生活の融合）と各都市に既設されているスポーツ
施設活用実態においても関係的な参考情報となる。 
 これらの点において都市活性化におけるスポーツ文化浸透性の高いロールモデルと
なるドイツの都市型スポーツイベントマネジメント及びスポーツクラブライフにおけ
るスポーツ施設活用実態を知る事でスポーツ都市・亀岡施策の提言となる研究である。 
 
2. 研究方法 
本研究実施にあたり、2018 年 8 月 7 日〜12 日に開催された欧州陸上競技選手権大会
（ドイツ・ベルリン）とドイツ国内のスポーツクラブの視察をもとに都市活性型スポー
ツイベント視察とドイツ国内のスポーツクラブ既設施設の活用とその会員のクラブラ
イフを視察し、調査（現地関係者へのインタビューとスタジアム施設見学）の実施と情
報収集した。ドイツ型都市活性型スポーツモデル（イベントマネジメント及びスポーツ
クラブライフマネジメント）をもとに実地視察研究した。都市活性を狙いとした本学亀
岡キャンパスに近郊公設予定の京都スタジアム（仮称「亀岡スタジアム」）の運営マネ
ジメント及び本学関係者、亀岡市民らとの有機的な都市型スポーツイベント及びスポー
ツクラブライフへの提言論考をまとめる事とする。 
 
3. 研究成果概要 
 近年都市活性施策としてのスポーツイベント招致を目的に日本国内及び海外の主要
都市において活発な動向が窺う事ができる。これまでオリンピック・パラリンピック開
催に向けた招致アピール目的は開催都市のグローバリゼーションを促進させての経済
効果を軸にした相乗効果を産ませ、新たなスポーツの価値創造を生ませる意図がある。
オリンピック憲章に謳われているスポーツを通しての国際交流に付随条件ともなりつ
つあるスポーツとビジネスの関係は相乗効果をもたらし、スポーツイベントと開催都市
の発展に大きく影響をもたらしている。近年では 2008 年北京オリンピック・パラリン
ピック大会、2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピック大会等も開催により都市
活性や経済波及効果に成功を収めた。 
これまでオリンピック・パラリンピック開催決定後の都市での事前開催の国際大会、
事前誘致合宿等、都市経済活性や観光都市文化アピールへと併用目的での招致開催する
狙い等もある。これらのメガスポーツイベント（オリンピックやそれに準じる国際スポ
ーツ大会）を招致開催する事で、都市の経済、社会文化的認知、交通インフラ整備等の
都市発展が期待できる。 
 本研究のテーマである都市活性化のスポーツイベント開催都市の事例モデルはドイ
ツ・ベルリンである。ベルリンは 1936 年ベルリン五輪開催を機に、ドイツ国内でも比
較的スポーツイベントの都市としてリードして来たスポーツ文化都市として評価され
て来ている。1974 年より開催され、今年 2019 年 9 月開催のベルリンマラソンは 46 回
を迎え、毎年平均約 4 万人のマラソンランナーが健脚を競い、世界中から参集するマラ
ソンビジターで賑わう。また、ドイツ・プロサッカーブンデスリーグ（１部）のヘルタ
ベルリンの本拠地もベルリンであり、ホームスタジアムはベルリンオリンピックスタデ
ィオンと呼ばれ、約 76,000 人収容可能である。1974 年サッカー・ワールドカップ西ド
イツ大会、2006 年サッカー・ワールドカップドイツ大会、2009 年世界陸上ドイツ（ベ
ルリン）大会、2011 年サッカー・女子ワールドカップドイツ（ベルリン）大会、2018 年
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欧州陸上ドイツ(ベルリン)大会等の主要メガスポーツイベントの開催歴を有して来た。
ベルリンは第 2 次大戦後東西分断の都市として東ベルリンとその中にベルリンの壁で
周囲が覆われた特別行政区域として西ベルリンとして孤立させられ国際的に守られた
地域であった。1990 年ドイツ再統一を経て、現在はドイツ連邦共和国の行政機関の首
都として地位を経た。こういった歴史的特徴もあってか、ベルリンの文化・工業・経済
の発展によりドイツ国内だけで無く、欧州でも隆盛の勢いを保つ。 
 まず、はじめに 2018 年 8 月 7 日〜8 月 12 日に開催された第 24 回欧州陸上競技選手
権ベルリン大会を視察した(49 カ国 1,439 名の参加者)。写真 1 は大会時のスタジアム
全景である。大会期間中、約 270,000 人がベルリン市内のホテルに宿泊滞在し、この大
会開催による€144million の経済効果と€11million の税収入報告がされている(A 
report analyzing the event impact of the Berlin 2018）。 
 欧州陸上競技選手権は歴史的な名で知られる
1936 年ベルリンオリンピックスタジアムの当時の
外観継承が残され、内装は近代スタジアムの機能を
軸持つオリンピックスタディオンにて実施された。
連日晴天に恵まれ、午前と午後の 2 セッションに別
れての実施で、盛況のもと欧州最大の陸上競技メガ
イベントがドイツの首都・ベルリンで夏の観光シー
ズンに花を添えて活性施策として展開された。 
 写真 2は市街地（周辺には屋台やミニ集客イベン
ト実施）の中心地（Zoologischer Garten 駅付近）
を経由しての路面競技として実施された女子競歩
競技である。沿道には応援する観戦者や観光で訪れ
る観光客らで賑わいながらの競技を臨場感で味わ
いながら応援できるスポーツと観戦者が一体感を
感じされるスポーツ大国・ドイツの工夫がもたらさ
れている。他にもこれまでドイツ国内ではこの様な
写真 1．第 24 回欧州陸上競技選手権ベルリン大会が開催された 
ベルリンオリンピックスタディオン 
 
写真 2．ベルリン市街地を 
競技に取り込む競歩競技 
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街の活性と市民のスポーツ文化の浸透工夫で、旧市街の市民が賑わう通りに全天候型直
線走路と観客席やゾーンを設置して、世界ランク上位の陸上競技スプリント走及びハー
ドル走競技者を招き、臨場感あふれる国際単独競技会等の規格外のスポーツの楽しさを
醸し出す工夫がもたらされて来ている。 
 写真 3は今回の第 24回欧州陸上選手
権大会の公式メダル表彰式の会場であ
る。この会場も前述の市街中心地
（Zoologischer Garten駅）に設けられ
た欧州陸上競技選手権大会特設イベント
会場（表彰式以外にも大会記念ショップ
や大会案内ブース、他各種屋台設置）に
導線集客の仕掛けを演出し、大会本会場
（ベルリンオリンピックスタジアム：イ
ベント会場からドイツ国鉄で 10 分）へ
の観客動員にも繋げていた。 
 ドイツは伝統的にスポーツを「する」
「観る」「支える」の視点から国民の生
活文化に浸透させてきた歴史的背景があ
る。小さな村から大きな都市に至る迄、スポーツクラブが存在し、そのスポーツクラ
ブのコミュニティに老若男女が戯れ、賑わいを醸し出すという市民主体のスポーツ文
化普及の底支えが確立されている。この様な日常生活に溶け込んだスポーツ文化の浸
透が底辺に染みこんでいる事でスポーツへの関心としてお気に入り選手や自国代表選
手らへの大会応援行脚に足を運ぶ光景が確認できた。 
 今回の第 24 回欧州陸上競技選手権大会でも地元ドイツ代表の選手が大活躍の結果を
もたらしていた。ドイツ代表選手の活躍（上位入賞メダル獲得）では観客のベルリン市
民やドイツ国内から地元クラブやお気
に入り競技者の活躍応援に相応しい大
歓声の連日の活況であった。こういう欧
州・ドイツに根付いたスポーツクラブラ
イフの浸透がメガスポーツイベントへ
の盛況波及に繋がり好循環様相を実践
モデル施策として知る 
事ができた。 
 次にドイツ・スポーツ大国として切り
離せないサッカー文化と都市活性の結
び付きとして注目したサッカースタジ
アムの存在がある。今回欧州陸上競技選
手権後に 2番目の訪問視察をしたのがド
イツ・マインツに有る通称 OPEL ARENA
（写真 4、写真 5）である。このサッカー
写真 3．市内中心広場の賑わいの表彰式会場 
 
写真 4．OPEL ARENA 外観(マインツ) 
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スタジアムはドイツ・ラインラントフ
ァルツ州マインツ市に建てられた収
容人員 34,000 人の旧名「 COFACE 
ARENA」として地元で親しまれ、地元ド
イツ自動車メーカ 「ーオペル」が 2011
年 7月 4日以降正式に命名権（ネーミ
ングライツ）取得とされてきている。
このスタジアムはマインツ中央駅よ
り 4ｋｍに位置し、マッチゲーム日に
は専用バスや路面電車が運行されて
いる。このスタジアムを本拠地とする
ホームチームはブンデスリーガ 1 部
で活躍する 1905 年創設の伝統ある
「1.FSV MAINZ 05」というチームであ
る。このクラブはプロサッカーチーム
配下にハンドボール、卓球のクラブも有している。クラブ本拠地の「OPEL ARENA」（写
真 4、写真 5）にはカフェレストラン、ファンショップも併設されており、地元ファン
の憩いの場所としても活用されている。このチームが使用してきた伝統ある旧ホームス
タジアム（1929年完成）はマインツ中央駅から約 1.2kmの距離にある「BRUCHWEG STADION」
と言われ、現在はチームに 2 軍やユース世代専用のスタジアムとして街の中で新旧スタ
ジアムを融合させてのドイツ特有のスポーツ文化を根付かせている事が伺えた。 
3番目訪問地はマインツ市街を少し離れた Gonsenheim（ゴンゼンハイム）という地
名にある小さなローカルスポーツクラブの「Sportplatz SV Gonsenheim」（写真 6、
写真 7）である。クラブハウス兼カフェ・ビストロ系レストランを併設している（写
写真 5．OPEL ARENA 内観図(マインツ) 
写真 6. Sportzplatz SV Gonsenheim 
（サッカーフィールド）                     
 
写真 7.Spotzplatz SV Gonsenheim 
（陸上競技・砲丸投げフィールド） 
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真 8、写真 9）。このようなローカルクラブの一例であるが、ドイツではスポーツクラ
ブ会員がスポーツ実践フィールドと集う場所（カフェ−ビストロ−レストラン）が併設
され、気軽に楽しくスポーツコミュニティーが採れる空間が必ず存在すると言うスポ
ーツライフ文化の環境が存在する事も垣間見ることができた。 
 
4番目訪問地はドイツ・マインツ郊外に位置する Nack 村の小さなスポーツクラブ（サ
ッカーと体操）「TUS Nack」(Turn und Sportverein 1957 Nack e.V.) である。この小
さな田舎村のスポーツクラブは設立 50 年以上が過ぎ、ローカル感漂った村民憩いのス
ポーツクラブであった。地域のスポーツ経験豊富な大人達がしっかりとしたクラブ組織
を構築させている。幼年期〜18 歳迄の子供達を年代カテゴリーに別れて、ドイツで伝
統の体操と人気を誇るサッカーの指導環境をローカルに根ざして整備させている。この
クラブにもスポーツに戯れる姿を応援に見に来る大人達が集うクラブハウス（簡易なビ
ールやカフェが飲める）も併設し、村民生活の中に子供のスポーツ育成が溶け込んだド
イツ的スポーツ文化の底辺が見る事ができた。（写真 10、写真 11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真 8. Sportklause Am Wildparl の案内                     
 
写真 9. SPORT KLAISE CAFÉ-BISTRO                     
 
写真 10. マインツ市郊外の Nack 村の 
「TUS Nack」クラブハウス                     
 
写真 11. 「TUS Nack」で 
戯れるサッカー少年 
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4. 考察及び論考提言（スポーツを通した「亀岡」都市活性） 
 本稿は「都市活性化に於けるスポーツイベント及びスポーツクラブライフの施策マネ
ジメントモデルに関する研究」と題し、スポーツ大国・ドイツで開催されたメガスポー
ツイベント・欧州陸上競技選手権ベルリン大会とブンデスリーガーチームスタジアム、
並びにローカルスポーツクラブ視察を経て、都市活性化に向けた市民型スポーツライフ
の施策マネジメントで重要となるヒントを以下に得る事ができた。 
① 欧州陸上競技選手権ベルリン大会のメガスポーツイベントの実施動向から、市民
への関心を持たせる演出や市民目線でのイベントエンターテイメントの趣向を
様々な手法で取り入れて行く事でメガスポーツ観戦がレジャー、エンターテイメ
ント、ツーリズムと関連づけて実施可能と考えられる。 
② 都市活性に於けるスポーツ文化を根付かせて行くスタジアム創設運営としては大
中小の段階的トリプルイベントの招致契機を練ってコンスタントに実施していく
事が重要と考える。 
③ 都市活性に於ける市民への誘発型スポーツライフを創出させていくには、学校ス
ポーツの枠を越えて公共スポーツ施設使用の開放や規制緩和による商業機会とス
ポーツ活動との融合の促進を進めて行く事で人の集まりや賑わいが増幅し、スポ
ーツライフ文化が浸透していくと考えられる。 
 
ドイツに浸透するスポーツ文化の根底にも存在する「スポーツまちづくり」の重要要
素として「社会的ネットワーク」「スポーツインフラ」「事業性」の 3 つの重要性を指
摘している(2019 松橋)。「社会的ネットワーク」はドイツ国内浸透のスポーツクラブ、
「インフラ」はこれまで充実整備されてきたスポーツスタジアム・アリーナ、「事業性」
はプロスポーツ（サッカー、バスケット、ハンドボール、卓球のプロリーグ）の展開等
が巧みに絡み合いながら都市活性のスポーツまちづくりとして機能している先行性が
存在する。 
今回視察したドイツは戦後復興にむけて経済発展させてきた経緯は微妙に我が国と類
似する点が考えられるドイツは 1960 年にゴールデンプラン（「みんなのスポーツ」を
目指した運動の展開と施設整備の充実）を 15 年計画で推し進めている。このプランの
真意には「健康は人間にとって黄金の様に尊い」が込められている。ドイツではこれを
契機に地域スポーツ振興が急速に向上し、当時の国民（西ドイツ））の約 1/3 の国民加
入率に至ったとされている。戦後荒廃するドイツ各地に国民の憩いの場所ともなるスポ
ーツクラブに地域の人々が集い、健康体力、余暇目的でのスポーツ活動コミュニティの
形成を求めて拡大して行った。一方、我が国は戦後敗戦の復興後に 1959 年東京五輪開
催決定し、1964 年東京オリンピックが開催された。東京オリンピック開催決定に伴い、
1961 年 6 月にスポーツ振興法が制定され、スポーツを国民一般に広く普及させるため
の、国及び地方公共団体の施設の基本を明らかにする施策施行に至って来た。 
 これらの様に戦後復興のタイミングでスポーツ環境整備施策に努めた両国でスポー
ツの文化としての浸透度に違いが生じたのはドイツのスポーツクラブ文化と日本の学
校・部活スポーツ文化の違いが起因と考察できる。ドイツでは国民の健康、余暇目的、
国際競技力向上がピラミッド式に一貫した環境の中でスポーツ文化浸透でき、それらが
功を奏してスポーツメガイベント開催に至る「するスポーツ」「支えるスポーツ」「見
るスポーツ」に渡り、好循環に繋がって行く事が見受けられて来た。我が国・日本は学
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校・部活スポーツがもたらす影響で小・中・高・大でスポーツ環境が変化する事での生
涯スポーツ活動の継続性に問題が発し、比較的自主・自発的活動に繋がらない環境と風
土の違いが生じたと考えられる。 
今回視察したローカル地域のスポーツクラブの地域に根付いたスポーツライフ環境
から都市活性目的のスポーツメガイベント環境迄、ドイツ特有のスポーツ文化の本質を
視察する事ができた。 
ドイツにおけるローカルスポーツクラブからメガスポーツイベント迄の視察に渡る
視点から亀岡市の都市活性に向けたスポーツイベント及びスポーツクラブライフの施
策マネジメントとしても論考提言できる。 
2020年 1月 11日竣工式を経て、始動する京都府亀岡市の京都スタジアム「命名権：
サンガスタジアム by KYOCERA」はプロサッカーリーグ J2 サンガ京都のホームスタジア
ムとして活用される。この京都スタジアムは公設民営で地域活性の狙いで誘致始動され
る。スタジアムは地上 4 階建て、観客 21,600 席に VIP ルーム、スポーツクライミング
施設、商業施設（フィットネスクラブ等）も常設される特徴を有している。京都スタジ
アムはサッカー以外にも他ラグビーの多目的球技場として活用可能で、2023 年サッカ
ー女子 W杯会場招致（2020 年 6 月 FIFA理事会決定）で国際的メガイベントでの都市活
性の狙いとして計画されている。 
 この様に球技（ラグビー及びサッカー）の国内及び国際イベント、今後展開予想され
るラグビープロ化のホームチーム創設等も行政及び財界連携で実現化させる事も一考
に値すると考えられる。球技中心のスポーツイベントを軸に既設の亀岡運動公園常設ス
ポーツ施設（陸上競技場及び体育館）、本学亀岡キャンパススポーツ施設等を相互活用
させて行く事でスポーツ文化の根付かせられるドイツ型スポーツイベント及びスポー
ツクラブライフの連携が可能と考える。官が舵取り、産が協力協賛、学が運営協力で市
民参画型の産学官連携のスポーツクラブを積極的に創設し、少子高齢化の中で人口空洞
化「亀岡市」の若者世代の居住率の向上に向け、老若男女がバランス良く居住できる都
市文化に変貌できる潜在力を感じられる。亀岡市自慢ともなり得る京都スタジアム開設
始動を契機にスポーツとの親和生が高まり「見る」「する」「支える」の三位一体型ス
ポーツ文化都市計画の再編再興の始動タイミングの機が窺える。 
 スポーツイベントを誘致し、都市活性の起爆剤に創出始動させている前例として静岡
県も好発進させている。2019 年 W杯ラグビー大会(4 試合)を約 5万人収容のエコバスタ
ジアムで実施、2020 年東京オリンピック/パラリンピックでは自転車競技が実施計画さ
れている等、既存インフラを有効活用させての先行事例等の好事例も存在する（2019 早
稲田スポーツナレッジ研究会他編）。 
 亀岡市と隣接する市町が公設既存保有するスポーツインフラを融合させた連合体を
想定した第 3 セクター方式の企業連合で地域と融合させたスポーツクラブライフの再
編と京都スタジアム開設イベント始動に併せた、スポーツまちづくりの都市活性を盛り
込んだドイツ型健康・スポーツ都市「Sport Stadt」こそが魅力有る未来都市・亀岡の
街づくりの根幹になって行くと提案できる。既存公設スポーツ施設利用、公立学校施設
開放活用、本学スポーツ施設開放活用等を協働機能させる組織運営を構築し、市民のス
ポーツの憩いの場を創出させ、有機的連携で「Sport for All」精神に添って活動活性
させられる新たな亀岡スポーツクラブライフを Re-born させられる潜在的インフラが
整っている。今こそ京都スタジアム竣成始動を軸に活かされる亀岡スポーツシティーブ
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ランドを創りあげられる再興のベストタイミングであると提言したい。 
 今後、更なる産官学連携でスポーツイベント計画と誘致及び実施、亀岡市民へのスポ
ーツクラブライフ充実に向けた環境整備と詳細運営実施に向けたマネジメント実務に
期待したい。 
本研究は本学の 2018 年度本学奨励研究助成を受けて実施させて頂き、関係各位に厚
く御礼申し上げます。 
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